
す る 。

（ オ）盛 立 面 、 掘 削 面 に お い て は 、 そ れ ぞ れ の エ リア の 中 で 雨 水 を 処 理 す る も の と し 、

隣接 エ リア へ の 濁 水 の流 出 を極 力 抑 え る も の とす る 。

（ カ）事業 実施 区域 外 か らの雨水 の侵 入 を避 けるた め、事 業 実施 区域外 周 に排 水路 を設

置 す る。

b ）濁水処理対策

（ア）工事 区域 内 の抑制 され た濁水 の処 理 につい ては 、浸透 ゾー ンを利 用 した地 下 浸 透

方式 を主 とす るが、地質 等 の状況 によ り実施 で きない 場合 は、機 械 処理方 式 を併

用 す る。

（イ）機械 処 理 方 式 の施 設規 模 を設定 す るた めの降雨 は10年確 率 降雨 を対象 とす る。

（ウ）機械処 理 方 式注）を適用 す る場 合 の排水基 準 は、生活 環境 の保 全 に関す る環 境基 準

（河 川 の 水 産 1 級 ） を 準 用 し、 SS濃 度 を25Ⅲg／L以 下 とす る 。

注．機械 処理 方 式 ：機 械 処理 方式 は、凝 集処 理 を検 討 を してい るが、 そ の凝集剤 の種 類 等

につ い て は、環境 へ の負 荷 を考慮 して選定す る。

③地 下水保 全 対 策

地 下水 保 全対 策 として、 雨水排 永処 理方法 は、地 下浸透 方 式 を原 則 とす る。

・ 事業実 施 区域 にお ける現況 地盤 は、琉 球石灰岩 を基岩 とす る透 水性 地盤 にお い て

は、 地 下 水 滴 養 源 とな っ て い る こ とか ら、 雨 水 排 水 は 地 下 浸 透 に よ り処 理 す る こ

とを基 本 とす る。

・ 透水 性 地盤 にお け る盛 土 ゾーニ ングは、現地盤 へ の雨水 の浸透対 策 と して、盛 土

構 造 に 浸 透 ドレー ン層 を 配 置 す る こ と とす る。（図 －2．2（5 ））
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注1．図面を見やすくす るため縦の比率を大きく表示 している。

縦 ：横＝5 ：1
2．ここに示される計画は概略のものであり、詳細計画の際に

は変 動 が あ り得 る。
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